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記録デバイス事業について

常務執行役員
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この資料には、当社または当社グループ（以下、TDKグループといいます。）に関する業績見
通し、計画、方針、経営戦略、目標、予定、認識、評価等といった、将来に関する記述がありま
す。これらの将来に関する記述は、TDKグループが、現在入手している情報に基づく予測、期待、
想定、計画、認識、評価等を基礎として作成しているものであり、既知または未知のリスク、不
確実性、その他の要因を含んでいるものです。従って、これらのリスク、不確実性、その他の要
因による影響を受けることがあるため、TDKグループの将来の実績、経営成績、財務状態が、将
来に関する記述に明示的または黙示的に示された内容と大幅に異なったものとなる恐れもありま
す。また、TDKグループはこの資料を発行した後は、適用法令の要件に服する場合を除き、将来
に関する記述を更新または修正して公表する義務を負うものではありません。

TDKグループの主たる事業活動領域であるエレクトロニクス市場は常に急激な変化に晒されて
います。TDKグループに重大な影響を与え得る上記のリスク、不確実性、その他の要因の例とし
て、技術の進化、需要、価格、金利、為替の変動、経済環境、競合条件の変化、法令の変更等が
あります。なお、かかるリスクや要因はこれらの事項に限られるものではありません。

又、本資料では、業績の概略を把握していただく目的で、多くの数値は億円単位にて表示して
おります。百万円単位にて管理している原数値を丸めて表示しているため、本資料に表示されて
いる合計額、差額などが1億円の桁において、不正確と見える場合があります。詳細な数値が必要
な場合は、決算短信及び補足資料を参照していただきますようお願いいたします。
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将来に関する記述についての注意事項
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事業概況

●記録デバイス事業
・売上高：2,575億、前期比８％減

・ＨＤＤ用ヘッドの売上は円高と単価下落
の影響を受け減収

記録デバイス売上高

記録デバイス事業について

＜今期のポイント＞
・2.5 inch 500GB/Pの量産開始
・3.5 inch 1TB/Pの量産開始
・サスペンション事業におけるDSA搭載による付加価値アップ
・来期量産開始に向けた熱アシストヘッド技術の確立

出荷指数

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q
100 119 129 128 122 122 125 116

FY March'10 FY March'11億円




